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30周年記念行事

札幌駅前地下歩行空間でワーカーズ・コレクティブ展開催

2016年11月

北海道ワーカーズ・コレクティブ連絡協議会は今年30周年を迎えました。

「小さな起業で楽しく生きる」をテーマに札幌駅から大通までの地下歩行

空間(通称チ・カ・ホ)の３ブースを借りて外部向けにワーカーズ・コレクティブ

の事業紹介と起業相談をメインにアピールをしました。

ワーカーズ・コレクティブの特集がタイムリーに新聞掲載されたこともあり、

大勢の人でにぎわいました。

食のワーカーズ・コレクティブは配食弁当・行事用の９枡弁当を出来立ての

状態で展示、店舗型のワーカーズ・コレクティブは展示ワゴンでアピールしま

した。子育て支援のワーカーズ・コレクティブは大型絵本や紙芝居の読み聞かせ、

たすけあいワーカーズ・コレクティブはシンプル・エクササイズ（２０１６年ＤＶＤ化）を高齢者と共に行

いました。「ワーカーズを知っていますか」というアンケートを行いたくさんの方に応えて頂きコーナーは

熱気があふれていました。起業相談コーナーでは相談者が途切れることなく、女性の起業への関心の高さを

感じました。相談者には起業のハウツーが分かる『よくばり女子のしごと本』をプレゼントし、１２月１日

の起業講座へ繋げることが出来ました。また朝からテレビ取材も入り夕方のニュースでチ・カ・ホの取り組

みが放映されました。

連協として広く市民にアピールする事は初めての試みでしたが、３２団体５００名のメンバーの後押しを

受け大盛況のうちに１９：００の終了を迎えました。マスコミの力も大きいと思いますが、このようなイベ

ントを通じ自分たちの働き方を広めていく事については大きな成果があったと感じました。

全国に約１００団体ある食関連（お惣菜・お弁当・配

食・レストラン等）のワーカーズ・コレクティブでは、

キャッチコピー「いのちをつなぐおいしい食事」と、ゆる

キャラ「メッシーちゃん」を生み出し去年に続き２回目のキャンペーンを実施しています。

ワーカーズ・コレクティブの食の良さを表す３つの言葉「作り手確かな安心素材」「これからもずっと伝

えたい味」「そのひと手間を大切に」を共有し、すべてのメンバーが同じように語れるようにすることで価

格以外の価値を伝えます。「美味しいのよ。」「安全ですよ。」だけでは優位性が伝わりません。

箸袋にメッシーちゃんを印刷した間伐材の箸や、ちらしでアピールしています。 まだまだ知名度の低い

メッシーちゃんですが、北海道から九州までワーカーズ・コレクティブブランドとして浸透していき、どこ

に行っても安心して食事ができるマークとして遭遇することを願っています。



＜NPOワーカーズMan-ma紹介＞

「ワーカーズMan-ma」は２００８年に設立され、

今年度９年目を迎えています。主な業務内容は、高齢者

福祉施設の食事作り、高齢者向けの弁当配食サービスです。

生活クラブやまがた単協関連の高齢者福祉施設で、ほぼ１００％生活クラブの消費材で賄っています。おか

げさまで（？）食事も弁当もとてもおいしいとの評価をいただいており、その施設の大きな魅力となってい

ます。配食サービスでは見守りに力をいれており、これまで、倒れて動けなくなっている方を発見したり、

認知症の方の経過を家族にお知らせしたりなど、いろいろな場面に遭遇し、私たちの役割の重要性を実感し

ています。また、ひとり暮らしの高齢者を対象に、市の社会福祉協議会が配食しているお弁当の注文も受け

るようになり、少しずつですが地域の中で広がってきています。

そして昨年より、私たちの特長を打ち出した製品を作ろうと、「Man-maオリジナルジャム販売」と「お

せち予約販売」を始めました。果物が豊富で生活クラブの生産者がすぐ近く、郷土色豊かなお正月料理、そ

れが得意な組合員、生活クラブの食材、これらの「お宝」をコラボさせ、他にない製品づくりを目指してい

ます。これがとても好評で販売の問合せが来るようになっています。

課題は、人手と資金の不足、そして新しいメンバーに「ワーカーズ・コレクティブ」の理念をどう伝える

かということ。組合員活動から出発し、多くの方々に支えられ、これからも地域密着型で元気に活動してい

きます。近くにお越しの折はぜひ声をかけてくださいね。
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に行っても安心して食事ができるマークとして遭遇することを願っています。

生活クラブ生協群馬とワーカーズ・コレクティブネットワーク群馬との共催企画で９月１９日（月）生協

本部がある高崎センターにて学習会が開催され、講師として2名参加しました。

午前の部は「もう一つの起業」ワーカーズ・コレクティブのいろはと題して、協同組合～ワーカーズ・コレ

クティブの理念と実践を学習しました。

午後の部は「ワーカーズ・コレクティブにつきもののトラブルあれこれ」と題して、実際の事業や組織運営

での困りごと（分配、法人格、税金や社会保険等）について学習しました。参加者は、群馬にワーカーズ・

コレクティブがいくつもあることを知らなかった人から、ワーカーズ・コレクティブメンバーまで15名程の

参加でした。とにかく盛沢山で、質問も多く活発な学習会となりました。

参加者からはたくさんの感想をいただきました。

今あるワーカーズ・コレクティブはさらなる自主自立を、そして群馬にさらなる新しいワーカーズ・コレク

ティブが誕生することでしょう。

同じ目的を持った人たちが集

まって地域のため人の役に立

つことができることは素晴ら

しい！
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